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（3） 　広報おたり　令和元年10月号 広報おたり　令和元年10月号 　（2）

平
成
30
年
度

決
算
報
告

歳出合計

84億1,565万円

歳入合計

85億3,125万円

　
平
成
30
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
や
県
の
補
助
金
等
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
ど
の
よ
う
な
財
源
を
も
と

に
、
ど
の
よ
う
な
お
金
の
使
い
方
を
し
た
の
か
、
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
を
除
く
税
の
徴
収
率
が
前
年
比
０・３
％
減
少
し
、

80
・
２
％
と
な
る
ほ
か
、
特
別
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
創
生

推
進
交
付
金
の
活
用
等
に
よ
り
２
，０
４
２
万
７
千
円
（
５
・
７
％
）
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
み
の
交
付
金
で
あ
る
臨
時
福
祉

交
付
金
の
皆
減
や
、
お
た
り
５
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
か
か
る
地
方
創
生
推
進

交
付
金
の
減
少
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
２
，９
８
１
万
８
千
円
（
△
11
・
９
％
）
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
債
に
つ
い
て
は
２
億
８
，７
９
１
万
１
千
円
（
44
・
８
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　 ‥

 

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税
な
ど

　
　
　
　
　 ‥

 

基
金
を
取
り
崩
し
充
当
さ
せ
た
も
の
・
特
別
会
計

か
ら
の
繰
入

分
担
金
及
び
負
担
金 ‥

 

事
業
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
利
益
を
受
け

る
人
が
負
担
す
る
お
金
（
保
育
料
な
ど
）

　
　
　
　
　 ‥

 

他
の
項
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入（
貸
付
金
償
還
金
な
ど
）

　
　
　
　
　 ‥

 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
な
ど

　
　
　
　
　 ‥

 

地
方
公
共
団
体
が
等
し
く
事
務
を
行
え
る
よ
う
一

定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥
 

国
税
と
し
て
徴
収
し
、
そ
の
ま
ま
地
方
公
共
団
体

に
譲
与
す
る
税

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

資
金
調
達
の
た
め
の
借
金

村
　
　
　
税

繰
　
入
　
金

諸
　
収
　
入

寄
　
付
　
金

地
方
交
付
税

地
方
譲
与
税

国
庫
支
出
金

県 

支 

出 

金

村
　
　
　
債

分
担
金
及
び
負
担
金

村民１人あたりに換算した村税負担額

≒18.9万円 Ｈ31. 3. 31  現在人口
2,899人で算出

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
客

観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期
健
全

化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る

も
の
と
し
て
、①
実
質
赤
字
比
率
、

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、③
実
質
公

債
費
比
率
、④
将
来
負
担
比
率
の
四

つ
の
財
政
指
標
が
健
全
化
判
断
比

率
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
前

年
度
の
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
を
そ
の
算
定
資
料
と
と
も

に
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上

で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
谷
村
の
平
成
30
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公

営
企
業
会
計
に
か
か
る
資
金
不
足

比
率
の
算
定
結
果（
暫
定
値
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　（
　
）は
早
期
健
全
化
基
準

①
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
15
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
額

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
20
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
含
め

た
赤
字
額

③
実
質
公
債
費
比
率

　
11
・
８
％（
25
・
０
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
、
一

部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
等
を
含
め
た
起
債
償
還

等
債
務
負
担
の
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　
該
当
な
し（
３
５
０
・
０
％
）

＊
①
〜
③
に
加
え
て
、
地
方
債
の

残
高
に
今
後
見
込
ま
れ
る
特
別

会
計
へ
の
支
出
、
組
合
や
退
職

手
当
等
の
負
担
を
含
め
た
割
合

　
簡
易
水
道
事
業
・
公
共
下
水
道

事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
の
三

つ
の
特
別
会
計
が
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
資
金
不
足
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

小
谷
村
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
の
状
況

健
全
化
判
断
比
率

公
営
企
業
に
係
る

　
　資
金
不
足
比
率

　
歳
出
を
性
質
的
に
分
析
し
ま
す
と
、
積
立
金
は
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
等
に
よ
り
前
年
度
よ
り
１
３
億
３
，
４
８
９

万
４
千
円
増
の
２
３
億
６
，９
９
３
万
５
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、
村
道
・
林
道
改
良
事
業
や
白

馬
乗
鞍
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
ち
ゃ
ん
め
ろ
の
改
修
工
事
、
小

谷
中
学
校
屋
根
葺
き
替
え
工
事
、
小
谷
村
郷
土
館
茅
葺
屋
根

葺
き
替
え
工
事
等
を
実
施
し
、
前
年
度
よ
り
５
億
２
５
５
万

６
千
円
減
の
７
億
６
，１
１
３
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
件
費
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
に
対
す
る
返
礼

品
購
入
が
主
な
も
の
で
、
前
年
度
よ
り
３
億
１
，７
６
５
万

９
千
円
増
の
２
２
億
７
，０
１
１
万
６
千
円
、
補
助
費
に
つ

い
て
は
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
負
担
金
は
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
村
内
再
開
発
事
業
負
担
金
等
を
負
担
し
、
１

億
９
，５
０
４
万
円
減
の
６
億
９
，２
９
８
万
円
、
公
債
費

に
つ
い
て
は
、
５
，８
２
６
万
６
千
円
減
の
６
億
６
，４
４

５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
除
雪
等
の
維
持
補
修
費
に
つ
い

て
は
、
５
，４
５
８
万
９
千
円
増
の
３
億
７
，５
４
３
万
円
、

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
定
期
昇
給
等
に
よ
り
２
，３

２
５
万
２
千
円
増
の
６
億
５
，７
１
１
万
４
千
円
、
繰
出
金

に
つ
い
て
は
、
特
別
会
計
繰
出
金
等
で
２
４
万
４
千
円
減
の

２
億
５
，７
７
０
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 ‥

 

村
の
全
般
的
な
管
理
、
企
画
や
選
挙
、
戸
籍
、
住

民
窓
口
事
務
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
等
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
の
福
祉
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

ゴ
ミ
処
理
や
環
境
保
全
、
検
診
・
健
康
づ
く

り
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

農
林
業
の
振
興
や
土
地
改
良
費

　
　
　
　
　 ‥

 

観
光
振
興
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

道
路
建
設
・
維
持
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

学
校
及
び
保
育
園
管
理
運
営
・
公
民
館
活
動

な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

借
り
入
れ
た
村
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

豪
雨
災
害
・
台
風
災
害
等
の
復
旧
事
業
な
ど

の
経
費

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

農
林
水
産
業
費

観
光
商
工
費

土
　
木
　
費

教
　
育
　
費

公
　
債
　
費

災
害
復
旧
費

目
的
別
歳
出
の
主
な
内
容

　
平
成
30
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
決
算
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
明
許
繰
越
額
及
び
事
故
繰
越
額
３

２
７
万
６
千
円
を
含
む
歳
入
総
額
８
５
億
３
，
１
２
５
万
２
千
円
、
歳
出
総
額
８
４
億
１
，
５
６
４
万

８
千
円
と
な
り
、
差
引
１
億
１
，
５
６
０
万
４
千
円
を
令
和
元
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
歳
入
で
は
13
・
５
％
、
歳
出
で
は
13
・
６
％
の
増
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
白
馬
乗
鞍
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
ち
ゃ
ん
め
ろ
の
改
修
工
事
、
村
道
補
修
改

良
工
事
、
小
谷
中
学
校
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
、
小
谷
村
郷
土
館
の
茅
葺
屋
根
葺
き
替
え
工
事
な
ど

の
事
業
が
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業
に
よ
る
事
業
費
が
増
額
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
寄
付
額
は
、
昨
年
度
よ
り
６
億
３
，
０
０
３
万
９
千
円
増
の
３
０
億
５
，
４
９
７

万
３
千
円
と
な
り
、
そ
の
返
礼
品
の
購
入
や
基
金
へ
の
積
立
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

村債の残高 ＝ 52億6,886万円
村民１人あたりの借入金 ≒ 182万円

Ｈ31. 3. 31  現在人口
2,899人で算出

＊村債は単なる借金ではなく、毎年の負担を平均にするなど財政運用上重要な役割を果たしています。

村債 3億5,515万円 村税
5億4,844万円

繰入金
13億8,146万円

分担金・負担金
1,356万円

諸収入
9,965万円

繰越金
1億613万円

県支出金 5億1,925万円

国庫支出金
2億2,122万円

地方譲与税
1億2,543万円

地方交付税
20億1,028万円

 依存財源 

寄付金

30億5,594万円

その他
（使用料、財産収入など）

9,474万円

 自主財源 

総務費
44億8,445万円

民生費 4億1,877万円

災害復旧費 2億2,178万円

教育費
4億7,094万円

消防費
1億7,718万円

土木費
6億9,047万円

商工費
4億1,389万円

農林水産業費
5億7,387万円

議会費 4,211万円公債費 6億6,445万円

衛生費 2億5,774万円

歳
出

歳
入
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ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

国
税
と
し
て
徴
収
し
、
そ
の
ま
ま
地
方
公
共
団
体

に
譲
与
す
る
税

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

資
金
調
達
の
た
め
の
借
金

村
　
　
　
税

繰
　
入
　
金

諸
　
収
　
入

寄
　
付
　
金

地
方
交
付
税

地
方
譲
与
税

国
庫
支
出
金

県 

支 

出 

金

村
　
　
　
債

分
担
金
及
び
負
担
金

村民１人あたりに換算した村税負担額

≒18.9万円 Ｈ31. 3. 31  現在人口
2,899人で算出

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
客

観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期
健
全

化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る

も
の
と
し
て
、①
実
質
赤
字
比
率
、

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、③
実
質
公

債
費
比
率
、④
将
来
負
担
比
率
の
四

つ
の
財
政
指
標
が
健
全
化
判
断
比

率
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
前

年
度
の
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
を
そ
の
算
定
資
料
と
と
も

に
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上

で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
谷
村
の
平
成
30
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公

営
企
業
会
計
に
か
か
る
資
金
不
足

比
率
の
算
定
結
果（
暫
定
値
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　（
　
）は
早
期
健
全
化
基
準

①
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
15
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
額

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
20
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
含
め

た
赤
字
額

③
実
質
公
債
費
比
率

　
11
・
８
％（
25
・
０
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
、
一

部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
等
を
含
め
た
起
債
償
還

等
債
務
負
担
の
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　
該
当
な
し（
３
５
０
・
０
％
）

＊
①
〜
③
に
加
え
て
、
地
方
債
の

残
高
に
今
後
見
込
ま
れ
る
特
別

会
計
へ
の
支
出
、
組
合
や
退
職

手
当
等
の
負
担
を
含
め
た
割
合

　
簡
易
水
道
事
業
・
公
共
下
水
道

事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
の
三

つ
の
特
別
会
計
が
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
資
金
不
足
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

小
谷
村
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
の
状
況

健
全
化
判
断
比
率

公
営
企
業
に
係
る

　
　資
金
不
足
比
率

　
歳
出
を
性
質
的
に
分
析
し
ま
す
と
、
積
立
金
は
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
等
に
よ
り
前
年
度
よ
り
１
３
億
３
，
４
８
９

万
４
千
円
増
の
２
３
億
６
，９
９
３
万
５
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、
村
道
・
林
道
改
良
事
業
や
白

馬
乗
鞍
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
ち
ゃ
ん
め
ろ
の
改
修
工
事
、
小

谷
中
学
校
屋
根
葺
き
替
え
工
事
、
小
谷
村
郷
土
館
茅
葺
屋
根

葺
き
替
え
工
事
等
を
実
施
し
、
前
年
度
よ
り
５
億
２
５
５
万

６
千
円
減
の
７
億
６
，１
１
３
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
件
費
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
に
対
す
る
返
礼

品
購
入
が
主
な
も
の
で
、
前
年
度
よ
り
３
億
１
，７
６
５
万

９
千
円
増
の
２
２
億
７
，０
１
１
万
６
千
円
、
補
助
費
に
つ

い
て
は
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
負
担
金
は
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
村
内
再
開
発
事
業
負
担
金
等
を
負
担
し
、
１

億
９
，５
０
４
万
円
減
の
６
億
９
，２
９
８
万
円
、
公
債
費

に
つ
い
て
は
、
５
，８
２
６
万
６
千
円
減
の
６
億
６
，４
４

５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
除
雪
等
の
維
持
補
修
費
に
つ
い

て
は
、
５
，４
５
８
万
９
千
円
増
の
３
億
７
，５
４
３
万
円
、

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
定
期
昇
給
等
に
よ
り
２
，３

２
５
万
２
千
円
増
の
６
億
５
，７
１
１
万
４
千
円
、
繰
出
金

に
つ
い
て
は
、
特
別
会
計
繰
出
金
等
で
２
４
万
４
千
円
減
の

２
億
５
，７
７
０
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 ‥

 

村
の
全
般
的
な
管
理
、
企
画
や
選
挙
、
戸
籍
、
住

民
窓
口
事
務
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
等
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
の
福
祉
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

ゴ
ミ
処
理
や
環
境
保
全
、
検
診
・
健
康
づ
く

り
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

農
林
業
の
振
興
や
土
地
改
良
費

　
　
　
　
　 ‥

 

観
光
振
興
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

道
路
建
設
・
維
持
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 
学
校
及
び
保
育
園
管
理
運
営
・
公
民
館
活
動

な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

借
り
入
れ
た
村
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

豪
雨
災
害
・
台
風
災
害
等
の
復
旧
事
業
な
ど

の
経
費

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

農
林
水
産
業
費

観
光
商
工
費

土
　
木
　
費

教
　
育
　
費

公
　
債
　
費

災
害
復
旧
費

目
的
別
歳
出
の
主
な
内
容

　
平
成
30
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
決
算
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
明
許
繰
越
額
及
び
事
故
繰
越
額
３

２
７
万
６
千
円
を
含
む
歳
入
総
額
８
５
億
３
，
１
２
５
万
２
千
円
、
歳
出
総
額
８
４
億
１
，
５
６
４
万

８
千
円
と
な
り
、
差
引
１
億
１
，
５
６
０
万
４
千
円
を
令
和
元
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
歳
入
で
は
13
・
５
％
、
歳
出
で
は
13
・
６
％
の
増
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
白
馬
乗
鞍
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
ち
ゃ
ん
め
ろ
の
改
修
工
事
、
村
道
補
修
改

良
工
事
、
小
谷
中
学
校
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
、
小
谷
村
郷
土
館
の
茅
葺
屋
根
葺
き
替
え
工
事
な
ど

の
事
業
が
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業
に
よ
る
事
業
費
が
増
額
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
寄
付
額
は
、
昨
年
度
よ
り
６
億
３
，
０
０
３
万
９
千
円
増
の
３
０
億
５
，
４
９
７

万
３
千
円
と
な
り
、
そ
の
返
礼
品
の
購
入
や
基
金
へ
の
積
立
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

村債の残高 ＝ 52億6,886万円
村民１人あたりの借入金 ≒ 182万円

Ｈ31. 3. 31  現在人口
2,899人で算出

＊村債は単なる借金ではなく、毎年の負担を平均にするなど財政運用上重要な役割を果たしています。

村債 3億5,515万円 村税
5億4,844万円

繰入金
13億8,146万円

分担金・負担金
1,356万円

諸収入
9,965万円

繰越金
1億613万円

県支出金 5億1,925万円

国庫支出金
2億2,122万円

地方譲与税
1億2,543万円

地方交付税
20億1,028万円

 依存財源 

寄付金

30億5,594万円

その他
（使用料、財産収入など）

9,474万円

 自主財源 

総務費
44億8,445万円

民生費 4億1,877万円

災害復旧費 2億2,178万円

教育費
4億7,094万円

消防費
1億7,718万円

土木費
6億9,047万円

商工費
4億1,389万円

農林水産業費
5億7,387万円

議会費 4,211万円公債費 6億6,445万円

衛生費 2億5,774万円

歳
出

歳
入



広報おたり　令和元年10月号 　（4）

受け入れ状況及び充当事業のご紹介
「信州小谷村」ふるさと応援寄附金

平成30年度　充当事業  （抜粋）

平成30年度  ふるさと応援寄附金の受け入れ状況

交流センター改修工事

　白馬乗鞍交流センター「ちゃんめろ」の大規模改修工事が

平成30年１月末に竣工となりました。玄関や水回りの改装、

屋根塗装、クライミングウォールの新設を行いました。オ

リンピック種目でも注目が高まるクライミングですが、近

隣市町村にはない屋内での施設となっており、今後の大会

等の開催による誘客・活用を期待するところです。

豊かな村づくりに

関する事業 ／24,316件

11億1,632万3,910円

豊かな暮らしづくりに

関する事業 ／2,132件

8,705万4,094円

子育て支援・教育環境

1件／ 7,000円

全ての住民が安心して暮らせる

仕組みづくりに関する事業

／3,208件1億3,105万120円

登山道、遊歩道及び

トイレ等の環境整備に

関する事業 ／16,398件

7億3,454万4,041円

子どもたちの

自然体験活動に

関する事業 ／19,976件

8億1,242万6,546円

その他村長が推進する事業 ／3,869件

1億7,356万7,292円

　多くの寄附をいただきありがとうございます。寄附金は、小谷村をよりよくする各事業に

大切に使わせていただきます。

注）いただいた寄附金は一旦基金に積み立て、翌年度以降の該当事業に充当させていただきます。

（69,900件）

30億 5,497万
3,003円

事業費：7,783万 5千円（充当額 7,783万 5千円）……



 

 

10

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
次
の
お
店
で
使
用
で
き
ま
す

　
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
影
響
緩
和
を
目

的
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

商
品
券
の
販
売
場
所

50

販
売
期
間

商
品
券
を
使
用
で
き
る
店
舗

28 26

制
度
の
概
要

　
対
象
者
は
、
商
品
券
購
入
引
換
券
を
お
持
ち

の
方
で
、
１
枚
５
０
０
円
の
商
品
券

枚
１

セ
ッ
ト（
５
千
円
分
）を
４
千
円
で
購
入
す
る
こ

商
品
券
の
使
用
期
間

10

と
が
で
き
、
最
高

枚
５
セ
ッ
ト
（
２
・
５
万
円

分
）を
２
万
円
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
小
谷
村
内
の
郵
便
局

【
販
売
時
間
】　
取
扱
郵
便
局
窓
口
営
業
日
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
持
ち
物
】　
商
品
券
購
入
引
換
券
、
本
人
確
認

で
き
る
証
明
書
（
代
理
購
入
可
）

　
令
和
元
年
９
月

日
（
木
）
か
ら

　
令
和
２
年
２
月

日
（
金
）
ま
で

　
商
品
券
の
使
用
で
き
る
店
舗
は
、下
表「
取
扱

登
録
店
舗
一
覧
」の
と
お
り
で
す
。（
９
月
末
時
点
）

　
使
用
店
舗
は
今
後
も
随
時
受
付
け
て
い
ま

す
。追
加
店
舗
は
村
Ｈ
Ｐ
、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
文
字
放
送

に
て
掲
載
し
ま
す
。

　
令
和
元
年

月
１
日
（
火
）
か
ら

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　

８
２
‐
２
５
８
１

車
両
の
給
油
の
み
使
用
可
。商
品
券
は
給
油

前
に
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ロ

ー

ソ

ン

小

谷

店

道

の

駅

小

谷

パ
ン
香
房

一
輪
の
華

中

田

石

油

ト
ー
タ
ル
タ
タ
ミ
サ
ー
ビ
ス

大
北
農
協
小
谷
ス
タ
ン
ド

Ｊ
Ａ
大
北
お
た
り
支
所

サ
ン
テ
イ
ン
お
た
り

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
姫
川
舎

キ

タ

ム

ラ

時

計

店

小
谷
観
光
タ
ク
シ
ー

近

江

金

物

店

‘
Ｓ
’
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小
谷

石

川

商

店

池

原

屋

米

穀

店

取扱登録店舗一覧 （五十音順） 

※※ 

※

　
令
和
２
年
３
月

日
（
火
）
ま
で

　
非
課
税
対
象
者
で
引
換
券
交
付
申
請
が
済
ん

で
い
な
い
方
に
つ
い
て
、

月
８
日（
金
）ま
で

随
時
申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
の
受
付
後
購
入
引
換
券
の
発
送
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

31

11

小
谷
村
高
等
学
校
等
子
育
て
応
援
助
成
金
申
請
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
で
は
高
等
学
校

○
対
象
期
間

等
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
を

・
高
等
学
校
等
在
学
　
３
年
以
内
。

対
象
に
子
育
て
応
援
助
成
金
を
交
付
し

〇
助
成
金
額

ま
す
。

・
３
０
，
０
０
０
円
／
１
人
・
年
１
回

　
下
記
の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
対

○
提
出
書
類

象
者
は
申
請
書
に
必
要
な
書
類
を
添
え

・
申
請
書
及
び

月
１
日
以
降
の
在
学

期
日
ま
で
に
小
谷
村
教
育
委
員
会

総
務

証
明
書

学
校
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
書
提
出
期
限

○
対
象
者

　
令
和
１
年

月

日
（
火
）

・
小
谷
中
学
校
又
は
県
内
特
別
支
援
学

　（
必
ず

月
１
日
以
降
の
在
学
証
明
書

校
中
等
部
若
し
く
は
県
内
の
公
立
及

を
添
え
て
下
さ
い
）

び
私
立
中
高
一
貫
校
前
期
課
程
を
卒

■
お
問
い
合
わ
せ

業
し
、
高
等
学
校
等
に
在
学
し
て
い
る

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
　
総
務
学
校
係

生
徒
の
保
護
者
。（
保
護
者
は
村
内
に

　

８
２
‐
３
９
８
１

住
所
を
有
す
る
こ
と
。）

し
尿
・
生
活
雑
排
水
の
汲
み
取
り
申
し
込
み
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
し
尿
・
生
活
雑
排
水
の
汲
み
取
り
業
務

し
ま
す
。

は
、
年
末
に
申
し
込
み
が
集
中
し
ま
す
。

や
む
を
得
ず
冬
期
間
に
し
尿
の
汲
み
取

こ
の
た
め
、
年
内
に
汲
み
取
り
を
希
望
さ

り
を
行
う
方
は
、
便
槽
お
よ
び
そ
の
周
辺

れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

月

日

の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
木
）
ま
で
に
早
め
の
申
し
込
み
を
お
願

■
申
し
込
み
先
　

い
し
ま
す
。
申
し
込
み
が
遅
く
な
り
ま
す

　
大
町
市
　
有
限
会
社
　
山
田
商
会

と
年
内
に
汲
み
取
り
が
で
き
な
い
場
合

　

０
２
６
１
‐
２
３
‐
４
４
４
６

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
雑
排
水
の
汲

　
受
付
時
間
　
午
前
８
時
～

時
／
午

み
取
り
は
、
お
お
む
ね

月
中
（
積
雪
の

後
１
時
～
５
時

状
況
に
よ
り
変
更
）
で
終
了
し
来
年
春
の

　（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

雪
解
け
後
ま
で
汲
み
取
り
は
行
い
ま
せ

■
お
問
い
合
わ
せ

ん
。
別
荘
等
の
汲
み
取
り
を
申
し
込
み
さ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

れ
る
方
に
つ
い
て
も
ご
協
力
を
お
願
い

　

８
２
‐
２
５
８
１
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い
よ
い
よ
実
り
の
秋
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
今
年
の
村
の
特
定
健

診
で
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
値
の
方
が
多
く
見
ら
れ
た
た
め
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
食
生
活
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
問
題
の

あ
る
方
は
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
回
っ

て
い
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
自
分
が
一
日
に
必
要
と
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
３
食
に
振
り

分
け
て
、
規
則
正
し
く
食
べ
る

こ
と
が
基
本
で
す
。

必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

バ
ラ
ン
ス
良
く

実際に計算してみましょう！ あなたの必要エネルギーは？
標準体重　  ×  　身体活動量　  ＝  　一日のエネルギー摂取量 

kg k cal k cal
●標準体重（kg）＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×２２ 
●身体活動量の目安
・軽労作（デスクワークが主な人、主婦）… 25～30 k cal
・普通の労作（立ち仕事が多い職業）……… 30～35 k cal
・重い労作（力仕事が多い職業）…………… 35 k cal～

脂
肪
は
控
え
め
に
種
類
を

賢
く
選
ぶ

　
脂
肪
の
摂
り
過
ぎ
は
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
増
や
す

大
き
な
原
因
。
脂
身
の
多
い
肉
や

油
を
多
く
使
う
料
理
は
控
え
、
新

鮮
な
魚
な
ど
を
適
量
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
バ
タ
ー
や
肉
の

脂
身
な
ど
の
飽
和
脂
肪
酸
は
な
る

べ
く
少
な
く
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

や
魚
介
類
な
ど
の
不
飽
和
脂
肪
酸

は
適
量
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。抗

酸
化
食
品
を
積
極
的
に

　
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

酸
化
さ
れ
る
と
、
動
脈
硬
化
が

い
っ
そ
う
進
行
し
ま
す
。
緑
黄
色

野
菜
や
果
物
、
大
豆
製
品
な
ど
に

は
、
酸
化
を
防
ぐ
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
・
Ｅ
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
１
日
３
５
０
ｇ
の
野
菜
摂

取
が
目
標
で
す
が
、
そ
の
１
／
３

は
緑
黄
色
野
菜
で
摂
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

食
物
繊
維
は
十
分
に

　
食
物
繊
維
に
は
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
体
外
に
排
出
し
、
糖
質

の
吸
収
を
緩
や
か
に
す
る
な
ど
、

余
分
な
栄
養
素
の
吸
収
を
抑
え
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
食
物
繊
維
を

多
く
含
む
野
菜
（
ご
ぼ
う
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
切
干
大
根
な
ど
）
や
海

藻
、
き
の
こ
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
食

べ
ま
し
ょ
う
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
多
く

含
む
食
品
は
控
え
め
に

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
方

は
、
食
品
か
ら
摂
る
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

１
日
の
摂
取
目
安
３
０
０
ｍ
ｇ
を

超
え
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
ち
な
み
に
卵
１
個
で
２
１
０

ｍ
ｇ
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
１
個
で

１
７
５
ｍ
ｇ
、
鶏
レ
バ
ー
串
３
本

で
３
７
０
ｍ
ｇ
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
参
考
に

し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
今
年
の
村
の
健
診
結
果

返
却
会
で
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
高
値
の
方
に
お
話
を
伺
っ
た

中
で
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
沢
山
食
べ

る
習
慣
が
あ
る
方
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
は
豆
だ
か

ら
身
体
に
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
脂
質
が
多
く
含
ま
れ
る

多
脂
性
食
品
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
約

粒
で
油
大
さ
じ
１
杯

分
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
カ
ロ
リ
ー

に
な
る
の
で
、
量
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。
ち
な
み
に
一
日
に
摂
っ

て
良
い
油
の
量
は
、
料
理
に
使
う

分
と
揚
げ
物
な
ど
を
含
め
、
成
人

男
性
一
人
あ
た
り
約
大
さ
じ
２
～

３
杯
、
成
人
女
性
大
さ
じ
約
１
・
５

～
２
杯
ほ
ど
で
す
（
身
体
活
動
レ

ベ
ル
Ⅱ
ふ
つ
う
）

　
飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、

大
切
な
の
は
食
生
活
を
見
直
し
、

「
食
べ
過
ぎ
な
い
」「
三
食
規
則
正

し
く
」「
バ
ラ
ン
ス
良
く
」
を
心
が

け
る
こ
と
で
す
。
欧
米
の
食
材
も

う
ま
く
取
り
入
れ
な
が
ら
、
日
本

型
の
和
食
を
中
心
と
し
た
食
生
活

を
守
り
、
脂
質
異
常
症
（
高
脂
血

症
）
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

住
民
福
祉
課
福
祉
係

８
２
‐
２
５
８
２
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今
月
は
「
特
産
品
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
紹
介
・
販
路
の
開
拓
に
関

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み

業
務
で
す
。
販
路
の
開
拓

す
る

　
特
産
品
支
援

は
、
主
に
展
示
会
に
出
展

と
し
て

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

し
、
バ
イ

に
つ
い
て
、
特
産
推
進
室
の
水
野
聡

ヤ
ー
と
の
会
話
の
き
っ
か
け
を
得

子
が
紹
介
し
ま
す
。
私
は
地
域
お
こ

る
こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。
村
と
し

し
協
力
隊
の
任
期
終
了
か
ら
引
き

て
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
関
心
を

続
き
、
昨
年
の

月
か
ら
、
特
産
品

持
た
れ
る
こ
と
が
多
く
、
商
品
の
紹

担
当
の
集
落
支
援
員
と
し
て
配
置

介
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、『
デ
パ
ー
ト

さ
れ
ま
し
た
。

で
山
菜
の
販
売
フ
ェ
ア
を
行
っ
て

　
現
在
は
主
に
２
つ
の
軸
で
こ
の

ほ
し
い
』
等
、
新
た
な
企
画
が
持
ち

上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

１
つ
目
は
、
協
力
隊
員
の
活
動
の
中

ら
も
、
こ
う
い
っ
た
場
で
生
ま
れ
た

で
携
わ
っ
て
き
た
、
村
で
開
発
し
た

新
た
な
繋
が
り
や
取
り
組
み
を
、
小

商
品
『
辛
い
で
酢
』『
山
う
ど
の
和
風

谷
村
の
産
業
振
興
に
還
元
し
て
い

ピ
ク
ル
ス
』『
こ
し
ょ
う
漬
け
』
を
含

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

め
た
、
小
谷
村
の
様
々
な
加
工
食
品

　
２
つ
目
は
、
小
谷
村
の
豊
か
で
特

徴
的
な
自
然
環
境
や
伝
統
文
化
に

つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
で
、

村
の
特
産
の
創
出
に
繋
げ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

産
推
進
室
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し

て
、
昔
か
ら
小
谷
村
で
行
わ
れ
て
き

た
食
品
の
保
存
技
術
『
塩
蔵
』
に
関

す
る
講
習
会
や
、
雪
国
小
谷
村
な
ら

で
は
の
環
境
に
あ
っ
た
庭
づ
く
り

を
学
ぶ
教
室
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

成
果
と
展
望

　
村
で
開
発
し
た
商
品
に
つ
い
て

は
、
ひ
と
ま
ず
一
年
間
販
売
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
販
売
し
続
け
る
た
め
に
は
、
更

な
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

感

料

じ
て
い
ま
す
。
原

と
な
る
農
産

物
の
確
保
と
、
原
料
が
多
く
で
き
た

場
合
や
、
既
存
商
品
に
使
用
で
き
な

い
部
分
（
赤
く
な
っ
た
唐
辛
子
や
、

生
産
は
じ
め
の
若
い
う
ど
な
ど
）

の
活
用
法
の
検
討
な
ど
一
つ
の
商

品
の
周
り
に
、
多
く
の
可
能
性
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
品
に

よ
っ
て
は
い
ず
れ
飽
き
ら
れ
て
し

ま
う
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
場
合
の
対
策
も
今
後
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
小
谷
村
伝
統
の
食
文
化
に
つ
い

て
は
、
今

も
教
室
を
開
催
し
て
い

思後

き
た
い
と

っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

こ
と
を
知
り
た
い
・
こ
れ
を
伝
え

た
い
…
と
い
っ
た
内
容
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
想
い

　「
小
谷
村
の
特
産
品
っ
て
何
で
す

か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
今
ま
で
「
山
菜
や
キ
ノ
コ

々

な
ど
、
様

な
山
の
恵
み
が
あ
り
ま

す
よ
。
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
で
、
本
当

に
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
な
ん
で

す
。」
と
、
自
分
自
身
が
魅
力
に
感
じ

て
い
る
こ
と
を
含
め
て
伝
え
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
や
り
と
り
を
し
て

「
自
然
豊

い
た
と
き
に
、
誰
か
か
ら
、

か
で
、
空
気
も
美
味

も
特
産

し
い
。
こ
の
空

だ
ね
。」
と
返
さ
れ
ま
し

。
普
段
当

た気

た
り
前
の
よ
う
に
吸
っ

て
い
る
こ
の
空
気
は
、
小
谷
村
の
環

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
、
そ

れ境
は
、
長
年
小
谷
村
の
人
た
ち
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
か
ら
今
こ

こ
に
あ
る
も
の
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
空

が
美
味
し
い
か
ら
と
言
っ

て
袋
に
詰気

め
て
販
売
す
る
こ
と
は

美
味

で
き
ま
せ
ん
が
…
。

し
さ
を
伝

え
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
先
の
世

代
へ
も
豊
か
な
環
境
を
引
き
渡
し

動

て
い
く
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
活

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

文
化
祭
に
遊
び
に
来
て
ね

　
こ
の
連
載
を
読
ん
で
特
産
推
進

室
が
気
に
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

お
知
ら
せ
で
す
♪

月

日
（
土
）
～

日
（
日
）

の
小
谷
村
文
化
祭
で
、
特
産
推
進
室

の
ブ
ー
ス
を
出
し
ま
す
。
大
好
評
・

デ
リ
ナ
カ
ズ
ミ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
＆

や
き
と
り
く
ん
に
よ
る
焼
き
鳥
販

売
も
あ
り
！
多
目
的
ホ
ー
ル
入
り

口
付
近
で
様
々
な
催
し
を
準
備
し

て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

特
産
推
進
室
特
産
推
進
係
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大町税務署から

令和元年分 年末調整説明会 のお知らせ
　給与所得者に係る年末調整説明会を下記の日程等により開催いたします。
　説明会では「年末調整のしかた」や「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手
引」などのパンフレットを使用して説明を行いますので、ご出席の際にはお持ちいただきます
ようお願い申し上げます。
　また、年末調整関係用紙及び法定調書の用紙が不足する場合には、説明会会場で配付してお
りますので、会場にてお受け取りください。

開催日

11月14日（木）

開催時間

午後１時30分～
午後３時30分

開催場所

すずの音ホール
松川村84‐1

対象地域（者）

池田町・松川村

11月18日（月） 午後１時30分～
午後３時30分

白馬村役場201・202会議室
白馬村北城 7025 白馬村・小谷村

11月20日（水） 午後１時30分～
午後３時30分

サンアルプス大町　２階大会議室
大町市大町 1601‐2 大町市

※都合により、指定された会場（日時）に出席できない場合には、他の会場（日時）に出席することができます。
※上記の会場では、年末調整説明会に引き続き、消費税の軽減税率制度等の説明会も併せて開催しておりますの

で、是非ご参加ください。
※用紙につきましては、これまでどおり税務署の窓口でも配布しております。また、コピーしたものや国税庁ホー

ムページ【http://www.nta.go.jp】からダウンロードしたものを使用することもできますので、ご利用ください。

説明会についてのお問い合わせ 大町税務署　代表 0261‐22‐0410
（自動音声案内の「２」をお選びください。税務署の担当部署におつなぎします。）

地域包括支援センターからのお知らせ

　
誰
も
が
安
心
し

て
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
せ
る
仕

組
み
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

で
は
認
知
症
施
策

の
推
進
も
重
要
と

さ
れ
、「
住
民
へ
の

周
知
」
、
「
早
期
か

ら
の
適
切
な
診
断

や
対
応
」、「
認
知
症
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
と
理
解
に
基
づ
く
本

人
や
家
族
へ
の
支
援
」
を
包
括
的
・

継
続
的
に
実
施
す
る
体
制
作
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
う
ち
、
認
知
症
の
人
は
２

０
１
２
年
時
点
で
全
国
４
６
２
万

人
、
団
塊
の
世
代
の
人
た
ち
が
75

歳
以
上
に
達
す
る
２
０
２
５
年
に

は
７
０
０
万
人
と
な
り
、
65
歳
以

上
の
人
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む

た
め
、
増
え
て
い
く
認
知
症
の
人

を
地
域
の
中
で
い
か
に
支
え
て
い

く
か
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま

す
。

「
小
谷
村
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
に

は
認
知
症
の
進
行
と
主
な
症
状
が

段
階
別
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
本

人
が
今
ど
ん
な
様
子
や
症
状
が
あ

る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
お

お
よ
そ
の
進
行
段
階
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
本
人
の
心

理
状
況
、
介
護
者
の
対
応
ポ
イ
ン

ト
も
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
認
知

症
の
進
行
や
状
態
に
合
わ
せ
て
受

け
ら
れ
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
小
谷
村
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
」
を
ご
覧
の
上
、「
自
分
だ
っ
た

ら
ど
う
支
え
て
ほ
し
い
か
」「
ご
自

分
の
親
に
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送

ら
せ
て
あ
げ
た
い
か
」
な
ど
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ

き
、
い
ず
れ
認
知
症
に
な
っ
て
も

ご
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　「
小
谷
村
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
の

ご
希
望
、
問
い
合
わ
せ
の
方
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（

８
２

‐
３
１
３
５
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

「小谷村 認知症ケアパス」パンフレットができました
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■
支
払
日

■
内
訳

　《
児
童
手
当
》 10

月

小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

令
和
元
年
度

■
第
７
回
の
開
会
予
定

月

日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（
観
光
振
興
課
農
林
係
）

８
２
‐
２
５
８
８

10

21

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
10
月
25
日
に
振
替
え
ま
す

の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

25
日
の
定
期
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
11
月
11
日
に
再
振

替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

10
月

今
月
の
納
税

税

目

村
・
県
民
税

期

別

３
期

納
期
限

10
月
31
日
（
木
）

税

目

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

期

別

４
期

納
期
限

10
月
31
日
（
木
）

税

目

国
民
健
康
保
険
税

期

別

５
期

納
期
限

10
月
31
日
（
木
）

大
糸
線
利
用
促
進
事
業
に
助
成
し
ま
す

　
大
糸
線
の
利
用
促
進
及
び
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
大
糸
線

大
北
地
域

士
業
合
同
無
料
相
談
会

　
士
業
（
弁
護
士
、
税
理
士
、
行
政

書
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
社
会
保
険
労
務
士
）
に
よ
る
合

同
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
６
の
士
業
が
そ
ろ
う
、
と
て
も

便
利
な
無
料
相
談
会
で
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
対
象
経
費
の
10
分
の
９

　（
上
限
10
万
円
）

児
童
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て

に
乗
車
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

糸
魚
川
市
・
小
谷
村
・
白
馬

村
・
大
町
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
自

治
会
、
学
校
、
そ
の
他
の
団
体
等

■
対
象
事
業

　
　
大
糸
線
の
南
小
谷
駅
か
ら
糸

魚
川
駅
間
の
一
部
ま
た
は
全
部

を
含
む
区
間
の
乗
車
を
伴
う
事

業
（
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

は
除
く
）

■
対
象
経
費

事
業
に
要
す
る
経
費
で
、
備

品
購
入
費
、
飲
食
費
等
を
除
く

■
助
成
額

■
そ
の
他

　
　
予
算
額
を
超
え
た
場
合
は
、

申
請
期
限
前
で
あ
っ
て
も
募
集

を
終
了
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
等
、
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

　（
団
体
等
が
所
在
す
る
市
村
）

■
お
問
い
合
わ
せ

大
糸
線
活
性
化
協
議
会
事
務
局

　
（
糸
魚
川
市
建
設
課
計
画
交
通

係
）０

２
５
‐

‐

■
申
請
期
間

令
和
元
年
10
月
１
日
（
火
）
～

令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

■
日
時

11
月
16
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時

■
場
所

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

　
（
大
町
市
大
町
１
１
２
９
（
東

町
））

■
相
談
内
容

税
金
、
各
種
許
可
申
請
、
各
種

登
記
、
相
続
贈
与
、
土
地
測
量
、

労
務
関
係
、
年
金
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
税
理
士
会
大
町
支
部

支
部
長
　
北
村
　
友
一

０
２
６
１
‐
２
２
‐
０
６
８
１

‐

‐

５
５
２

１
５
１
１

11
日
（
金
）

　
６
～
９
月
分

　
個
々
に
支
払
通
知
書
は
発
送

し
ま
せ
ん
。
指
定
口
座
の
通
帳

を
記
帳
し
て
入
金
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。
通
帳
に
は
「
小
谷

村
児
童
手
当
」
と
印
字
さ
れ
、

合
計
金
額
で
の
振
り
込
み
と
な

り
ま
す
。

０
２
６
１

２
２

０
６
８
３

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
住
民
係

８
２
‐
２
５
８
１
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